
Ｑ：ヴァリエ大使にいくつかご質問をしたいと思います。

　大使は日本語が私よりもお上手なのです。どうしてな

　のですか。

Ａ：勉強しましたからね。(（笑い）1970年から72年まで

　ストックホルム大学で学び、その後京都大学で3年ほど

　勉強して、スウェーデンに戻ってからもスウェーデン

　大使館のいろんな仕事で、合わせて日本には16年ほど

　いましたので、練習する時間がかなり長かったですね。

Ｑ：ストックホルム大学では「日本学」の博士号をお持

　ちなのですが、その時はどんな勉強をされたのですか。

Ａ：まずは中国語と「中国学」を勉強しました。それから

　主に日本の歴史を勉強し、京都大学では日本の古代史

　(国史学)を学びました。主に歴史に興味がありました。

Ｑ：ソウルのスウェーデン大使を5年間お勤めになって、

　今年９月から東京の日本大使におなりになるというこ

　とですが、ソウルの５年間の印象を一言だけお聞かせ

　ください。

Ａ：韓国は非常に積極的な社会です。ポジティブな社会で、

　将来のために何でも出来るという雰囲気ですから、力の

　あるエネルギッシュな社会であるという印象が一番強い

　ですね。そして日本人以上に韓国人は大使に対して丁寧

　で仕事はしやすいです。

Ｑ：そういう意味では日本とは対照的な、日本は悲壮感

　というか、そんな雰囲気が著しいのですが、だいぶ違う

　感じですね。

Ａ：そうですね。もちろん違うところもありますが、似

　てるところもあります。違うところは、韓国の文化に

　「パリパリ(早く早く…)」という言葉があるのですが、

　日本では「少し考えてから…」という感じでしょうか。

　そこが一番違っているところでしょう。

Ｑ：日本もスピード感が必要なのでしょうね。ところで、

　北海道にお見えになるのは、今回で何回位なのでしょ

　うか。

Ａ：４回目だと思います。これまで旭川のバーサースキー

　やいろんな仕事で来ました。

Ｑ：北海道は日本の他の地方と比べて、印象が違いますか。

Ａ：北海道には日本の古い文化はないのですが、現代歴史

　を持っている社会ということ、そして少しスウェーデン

　と似ていまして、自然が豊富で山も森も深い景色のいい

　ところです。

Ｑ：ありがとうございます。実は1995年だったと思います

　が、この場所(マルチメディアホール)でスウェーデンに

　ついてお話していただいた事があります。９月１日から

　は私も含めて皆さんが待っていた日本の大使ということ

　ですが、前に大使は、スウェーデンの外務省に入った

　のは日本の大使になりたいからとお話になっていまし

　たが、それだけ皆さんの期待も大きいと思うんですね。

　何かこういうことが優先的に大切だと思われる事があ

　れば教えていただきたいのですが。

Ａ：どこの国でもそうですが、2国間の関係をもっと強く

　しようというような事をやりたいです。それから、少し

　日本語を使って、スウェーデン人と日本人が親しくなっ

　てほしい。いろんな場面でいろんなことをやりたいと

　思います。地理的にはかなり遠く離れているのですが、

　考え方はかなり近いと思います。スウェーデン人は

　「ヨーロッパの日本人」とよく言われるのです。それは

　どうだかわからないのですが、やはり似てるところが

　あるからでしょうか。

　この後、ヴァエリ大使からの質問に答える形で、３ヶ国

の学生たちを中心に白熱した(？)ディスカッションに入っ

て行きました。途中10分間の休憩を挟み、「白熱教室」は

午後４時近くまで行われました。

　以下は、その終了後に別室で行われたインタビューの

一部です。

Ｑ：日本の学生と韓国の学生の印象について違いは有り

　ますか。

Ａ：まず、みんないい印象ですが、日本の学生と韓国の

　学生を比べると別に違いはないと思いました。言葉を

　聞かなければ、韓国語だということがわからなかったら、

　多分日本の学生だと思ったでしょう。日本の学生も韓

　国語で話してもおかしくないと、将来に対する見方な

　ども似ていると思います。態度が同じだと思います。

　面白いのは、一番近い国は中国だと韓国の学生が言っ

　たのですが、日本の学生に聞いたら韓国だと言った事

　です。それとスウェーデンの学生が将来への不安がな

　いということが印象的でした。

Ｑ：９月からの大使のご活躍に期待しているのですが、

　日本の経済力が下降気味であり、それに対して中国、

　韓国が上昇している。今日本においてどの分野が大切

　だと思われますか。経済の分野ももちろんですが、文化

　の面も大切だと思うんです。文化とか学術交流とかアカ

　デミックな分野での交流について、これまで以上に大切

　になると思うのですが、どんなお考えをお持ちですか。

Ａ：僕もそう思います。日本の経済がどこに行くか分か

　らないのですが、日本社会は非常に成熟している社会

　だと思います。中国や韓国と比べるとやっぱり先端に

　あると思います。スウェーデンもそうですけれど、成熟

　している社会同士の文化の交流が出来れば、お互いに

　分かりやすいと思います。中国も韓国も非常にがんばっ

　ているのですが、今いるところから、別なところに行き

　たいからです。スウェーデンもそうですけれど、日本

　では別に行きたくないんですね。ココで良いんですよ

　と、それはいいところだと思います。そこに成熟した、

　満足した別の力を使って、別の事をやればいいと思い

　ます。ですから文化交流が非常に大切だと思います。

　お互いに文化も成熟しているから、大変分かりやすい

　ところが一杯あると思います。そしてお互いの考え方

　が分かるとなんでも出来ると思います。経済的にも同じ

　問題もあるし、高齢社会もスウェーデンでも日本でも

　大きな問題ですが、それ自体は別に悪い事ではないと

　思います。

Ｑ：大使は５年間韓国におられて、普段はあまり日本語

　を　使われてなかったでしょう。

Ａ：そうです。

Ｑ：よく忘れないものですね。（笑い）

Ａ：でも韓国人でも歳を取っている人は、かなり日本語

　が出来ますので、日本語を話すこともありました。

Ｑ：エバさんが日本で関心のある事は、どんなことですか。

Ａ：1994年に札幌で展覧会(織物)をしました(※)。

　紙で作られた織物(紙布)に関心があります。韓国でも

　ハンジ(韓紙)と言って同じように紙の織物が有ります。

Ｑ：エバさんは、ソウルの生活も良かったようですが、

　東京で何か楽しみにされてる事とかありますか。

Ａ：日本には11年間住んでいましたので、故郷に戻って

　きたようです。（笑い）

Ｑ：お二人には、非常に大きな期待をしています。

Ａ：ありがとうございます。

Ｑ：ヴァリエ大使は日本語が私よりもお上手ですね。

Ａ：勉強しましたからね。（笑い）1970年から72年まで

　ストックホルム大学で学び、その後京都大学で３年ほど

　勉強して、スウェーデン大使館のいろんな仕事で、合わ

　せて日本には16年ほどいました。

Ｑ：ストックホルム大学では「日本学」の博士号をお持

　ちなのですが、どんな勉強をされたのですか。

Ａ：まずは中国語と「中国学」を勉強し、それから日本の

　歴史を勉強し、京都大学では日本の古代史(国史学)を

　学びました。主に歴史に興味がありました。

Ｑ：ソウルのスウェーデン大使を５年間お勤めになって、

　今年９月から東京の日本大使におなりになるというこ

　とですが、ソウルの５年間の印象をお聞かせください。

Ａ：韓国は非常に積極的な社会です。ポジティブな社会で、

　将来のために何でも出来るという雰囲気ですから、力の

　あるエネルギッシュな社会であるという印象が一番強い

　ですね。そして日本人以上に韓国人は大使に対して丁寧

　で仕事はしやすいです。

Ｑ：日本とは対照的な、だいぶ違う感じですね。

Ａ：そうですね。違うところも、似てるところもあります。

　一番違うところは、韓国は「パリパリ(早く早く…)」、

　日本は「少し考えてから…」という感じでしょうか。

　　　　　　　　（中　略）

Ｑ：1995年だったと思いますが、この場所でスウェーデン

　についてお話していただいた事があり、スウェーデンの

　外務省に入ったのは日本の大使になりたいからとお話

　されましたが、何か優先的に大切だと思われる事があ

　れば教えてください。

Ａ：どこの国でもそうですが、２国間の関係をもっと強く

　したいです。そして少し日本語を使って、スウェーデン

　人と日本人が親しくなって、いろんな場面でいろんな

　ことをやりたいと思います。地理的にはかなり遠く離

　れているのですが、考え方はかなり近いと思います。

　スウェーデン人は「ヨーロッパの日本人」とよく言わ

　れます。やはり似てるところがあるからでしょうか。

　　　　　　　　（中　略）

Ｑ：日本の学生と韓国の学生の印象について違いはあり

　ますか。

Ａ：みんないい印象ですが、日本と韓国の学生を比べても

　別に違いはないと思いました。韓国語だということが

　わからなかったら、多分日本の学生だと思ったでしょう。

　日本の学生も韓国語で話してもおかしくないし、将来に

　対する見方や態度が同じだと思います。面白いのは、

　一番近い国は中国だと韓国の学生が言い、日本の学生は
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※1994年11月2日～20日、当財団センターホールにおいてもメッタ・ヴァール

　クヴィスト・スウェーデン大使夫人の収蔵織物の展示と合わせて織物

　展を行い、多くの見学者が訪れました。
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　韓国だと言った事です。またスウェーデンの学生は将来

　への不安がないといった事も印象的でした。

Ｑ：９月からの大使のご活躍に期待しているのですが、

　日本の経済力が下降気味であり、それに対して中国、

　韓国が上昇している。今日本においてどの分野が大切

　だと思われますか。経済の分野ももちろんですが、文化

　の面も大切だと思うんです。文化とか学術交流とかアカ

　デミックな分野での交流について、これまで以上に大切

　になると思うのですが、どんなお考えをお持ちですか。

Ａ：僕もそう思います。日本の経済がどこに行くか分か

　らないのですが、日本社会は非常に成熟している社会

　だと思います。スウェーデンもそうですけれど、成熟

　している社会同士の文化の交流が出来れば、お互いに

　分かりやすいと思います。ですから文化交流が非常に

　大切だと思います。お互いに文化も成熟しているから、

　大変分かりやすいところが一杯あると思います。お互い

　の考え方が分かるとなんでも出来ると思います。経済的

　にも同じ問題もあるし、高齢社会もスウェーデンでも

　日本でも大きな問題ですが、それ自体は別に悪い事では

　ないと思います。

Ｑ：大使は５年間韓国におられて、普段はあまり日本語

　を使われていなかったのでしょう。

Ａ：そうです。

Ｑ：よく忘れないものですね。（笑い）

Ａ：でも韓国人でも歳を取っている人は、かなり日本語

　が出来ますので、日本語を話すこともありました。

Ｑ：エーバさんが日本で関心のある事は、どんなことですか。

Ａ：1994年に札幌で展覧会(織物)をしました(※)。

　紙で作られた織物(紙布)に関心があります。韓国でも

　ハンジ(韓紙)と言って同じように紙の織物があります。

Ｑ：エーバさんは、ソウルの生活も良かったようですが、

　東京で何か楽しみにされてる事とかありますか。

Ａ：日本には11年間住んでいましたので、故郷に戻って

　きたようです。（笑い）
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　５月25日(土)午後1時30分から東海大学札幌キャンパス・マルチメディアホールに、９月1日から

駐日スウェーデン大使として着任される在ソウル・スウェーデン大使のラーシュ・ヴァリエ博士

とエバ・ヴァリエ夫人をゲストに迎え、東海大学学生とヨーテボリ大学(スウェーデン)、祥明大

学(韓国)からの留学生が市民と一緒に様々な問題についてディスカッションが行なわれました。

　ヴァリエ大使ご夫妻に、川崎一彦東海大学教授がお聞きしました。

　６月25日(土)午後1時30分から東海大学札幌キャンパス・マルチメディアホールで、９月1日から

駐日スウェーデン大使として着任される在ソウル・スウェーデン大使のラーシュ・ヴァリエ博士

とエーバ・ヴァリエ夫人をゲストに迎え、東海大学学生とヨーテボリ大学(スウェーデン)、祥明

大学(韓国)からの留学生が市民と一緒に様々な問題についてディスカッションが行なわれました。

　ヴァリエ大使ご夫妻に、川崎一彦東海大学教授(当財団評議員)がお聞きしました。

ヴァリエ・在韓国スウェーデン大使ご夫妻にインタビューをする川崎教授(右端)


